
第１８０回 広島数理解析セミナー （２０１４年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.180

日時 ： ６月２０日（金）１６：３０～１７：３０

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ： 水野　将司 氏 （日本大学）

題目 ： Neumann 境界条件付 Allen-Cahn 方程式の特異極限について

要旨 ： Neumann 境界条件付 Allen-Cahn 方程式の特異極限を考える．全空間におけ
る Allen-Cahn 方程式の解を用いて，Ilmanen, Tonegawa-Takasao は平均曲率
流の測度論的弱解（Brakke 流）を構成した．Allen-Cahn 方程式の解の勾配ベ
クトルは，Brakke 解の弱い意味での法ベクトルの近似とみなせることから，
Neumann 境界条件付 Allen-Cahn 方程式の特異極限によって得られる Brakke

解は境界と何らかの意味で直交すると推測できる．そこで，強凸領域上での
Neumann 境界条件付 Allen-Cahn 方程式の解の境界挙動と Brakke 解の境界
条件の定式化について議論する．なお，本講演は北海道大学大学院理学研究院
の利根川吉廣教授との共同研究にもとづくものである．
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